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鶴来総合文化会館クレイン大ホールにおいて第10回通常総代会を開催。
地域の核として今後のさらなる発展を誓った。

7 July 第
109号

表紙の写真

第
10
回
通
常
総
代
会

2017
July

7
第109号

特 

集

（平成29年5月末実績参考）

組合員数  6,582名（団体含）

貯金残高 68,770百万円
貸出金残高 17,382百万円
長期共済保有高 2,195.6億円
購買品供給高 376,722千円
販売品取扱高 71,553千円
職員数（パート除く） 138名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 小坂）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成 29 年 7 月 25 日（火）
8 月 25 日（金）

午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

第10回通常総代会
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６
月
17
日
、
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ

ン
で
、
第
10
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
５
２
９
名
（
本
人
出
席
２
８
５
名
・
書
面
議
決

２
０
６
名
）
が
出
席
、
ご
来
賓
に
は
、
西
沢
耕
一
石

川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
、
山
田
憲
昭
白
山

市
長
、
横
山
隆
也
、
車
幸
弘
両
県
議
会
議
員
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
竹
内
文
雄
代
表
理
事
組
合
長
は
、

「
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
い
中
、
平

成
28
年
度
事
業
は
、
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

計
画
を
上
回
る
決
算
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
、
29

年
度
は
J
A
改
革
に
全
力
を
傾
注
し
、
農
業
所
得
の

増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
に
取
り
組

む
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
に
あ
た
っ
て
は
議
長
に
北
田
英
治
総
代

（
つ
る
ぎ
支
店
林
地
区
）
と
横
河
利
博
総
代
（
手
取

支
店
吉
野
谷
地
区
）
を
選
任
。
平
成
28
年
度
事
業
報

告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
、
平
成
29
年
度
事

業
計
画
の
策
定
等
、
全
10
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
北
村 

登
副
組
合
長
理
事
の

挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

J
A
自
己
改
革
に
全
力
で
取
り
組
む

第
10
回

　通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
10
回 

通
常
総
代
会

閉会の挨拶をする北村副組合長

●
担
い
手
部
門

　
農
事
組
合
法
人
　
西
米
光
営
農
組
合

　
　
代
表
理
事

　
　
中
西
　
義
孝

　
有
限
会
社
　
河
内
農
村
振
興
公
社

　
　
代
表
取
締
役

　
　
谷
口
　
幹
夫

●
食
農
教
育
部
門

　
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部

　
蝶
屋
支
部

平
成
28
年
度

　農
業
奨
励
賞
表
彰

　
　
平
山
　
　
敦

　
　
藤
田
ま
り
子

平
成
28
年
度

　永
年
勤
続
職
員
表
彰（
30
年
）

表彰式（左から中西さん、谷口さん、山本さん）

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案
　
平
成
28
年
度（
第
10
年
度
）事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

　
　
　
　
　
　
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
29
年
度（
第
11
年
度
）事
業
計
画
の
策
定
の
件

第
３
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
４
号
議
案
　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
経
営
事
業
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
同
意
の
件

第
５
号
議
案
　
規
約
の
一
部
変
更
の
件

第
６
号
議
案
　
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
７
号
議
案
　
道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」管
理
運
営
会
社
へ
の
出
資
の
件

第
８
号
議
案
　
役
員
の
選
任
の
件

第
９
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
10
号
議
案
　
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
支
給
の
件

【
報
告
事
項
】 

 
 

 
 

 

　
１
　
平
成
28
年
度（
第
10
年
度
）貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記

　
　
　
表
、
附
属
明
細
書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の
監
査
報
告

　
　
　
に
つ
い
て

　
２
　（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山 

平
成
28
年
度
営
業
報
告
に
つ
い
て

全
議
案
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
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就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

方
を
再
検
討
し
、
農
業
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡

大
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
総
代
会
で
ご
承
認
頂
い
た
第
11

年
度
事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
、
組
合
員
と
地
域
の
皆

様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
蝉
時
雨
が
賑
や
か
に
降
り
注
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
10
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
組
織
理
事
会

に
お
い
て
、
引
き
続
き
金
融
共
済
担
当
の
常
務
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
よ

り
一
層
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し

く
、
特
に
信
用
事
業
に
お
い
て
は
人
口
減
少
や
日
銀
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
か
か
る
状
況
に
臆
す
る
こ
と
な
く
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
事
業
基
盤
の
拡
大
と
事
業
効
率
化
を

追
求
し
、
信
頼
性
の
向
上
と
経
営
の
健
全
化
に
向
け
鋭
意

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　奥 

谷  

英 

喜

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　柄 

田  

俊 

樹

　
６
月
17
日
開
催
の
第
10
回
通
常
総
代
会
後
の
組
織
理
事

会
で
組
合
長
の
再
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ
か
ら
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
協
同
組
合
の

発
展
に
粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
す

中
、
昨
年
４
月
に
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

J
A
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
に
対
し
、
組
織
挙
げ
て
自
己
改
革
に

取
り
組
み
、
農
業
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
、
地

域
活
性
化
の
目
標
達
成
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
今
年
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多

く
の
先
人
、
組
合
員
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に
よ
り
、

組
織
、
事
業
、
経
営
は
大
き
く
成
長
し
発
展
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
農
協
組
織
を
と
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
今
日
ま
で
組
織
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
組
合
員
の
世
代

交
代
、
農
業
経
営
の
二
極
化
、
准
組
合
員
の
増
大
等
、
組

合
員
の
多
様
化
が
進
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
に
対
し
農
協
は
今
、
組
織
力
を
再
構
築

し
将
来
展
望
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
の
核
と
し
て
の
機
能
発
揮
と
、
地
域

住
民
の
参
画
の
促
進
に
よ
る
協
同
活
動
の
輪
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
と
農
を
守
り
、
営
農
継
続
拡
大
へ
の
経
営
改
善
と

組
合
員
の
暮
ら
し
の
向
上
を
基
本
理
念
に
、Ｊ
Ａ
白
山
の

さ
ら
な
る
発
展
に
む
け
て
、
新
役
員
と
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆

様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
第
10
回
通
常
総
代
会
終
了
後
、
組
織
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
専
務
と
い
う
大
役
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
で
は
常

勤
監
事
、
総
務
部
長
な
ど
役
職
員
勤
務
を
合
わ
せ
40
年

あ
ま
り
努
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
専
務
職
の
重
責
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
全
力
を
挙
げ
、
職
務
に

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
掲

げ
、
そ
の
一
つ
に
農
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
て
、

農
業
・
農
村
全
体
の
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て「
攻
め
の
農
業
」実
現
の
た
め
に
は

農
協
改
革
が
必
要
と
す
る
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言

を
受
け
、
昨
年
四
月
の
改
正
農
協
法
施
行
と
な
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た
次

第
で
す
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳

し
い
も
の
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る
と
予
想
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れ
ま
す
が
、
組
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の
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り
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催
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５
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こぐら よしじ
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みやした
理　事

池田　妙子
（大神）

いけだ たえこ
理　事

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと つよし
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就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

方
を
再
検
討
し
、
農
業
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡

大
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
総
代
会
で
ご
承
認
頂
い
た
第
11

年
度
事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
、
組
合
員
と
地
域
の
皆

様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
蝉
時
雨
が
賑
や
か
に
降
り
注
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
10
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
組
織
理
事
会

に
お
い
て
、
引
き
続
き
金
融
共
済
担
当
の
常
務
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
よ

り
一
層
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し

く
、
特
に
信
用
事
業
に
お
い
て
は
人
口
減
少
や
日
銀
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
か
か
る
状
況
に
臆
す
る
こ
と
な
く
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
事
業
基
盤
の
拡
大
と
事
業
効
率
化
を

追
求
し
、
信
頼
性
の
向
上
と
経
営
の
健
全
化
に
向
け
鋭
意

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　奥 

谷  

英 

喜

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　柄 

田  

俊 

樹

　
６
月
17
日
開
催
の
第
10
回
通
常
総
代
会
後
の
組
織
理
事

会
で
組
合
長
の
再
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ
か
ら
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
協
同
組
合
の

発
展
に
粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
す

中
、
昨
年
４
月
に
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

J
A
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
に
対
し
、
組
織
挙
げ
て
自
己
改
革
に

取
り
組
み
、
農
業
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
、
地

域
活
性
化
の
目
標
達
成
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
今
年
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多

く
の
先
人
、
組
合
員
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に
よ
り
、

組
織
、
事
業
、
経
営
は
大
き
く
成
長
し
発
展
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
農
協
組
織
を
と
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
今
日
ま
で
組
織
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
組
合
員
の
世
代

交
代
、
農
業
経
営
の
二
極
化
、
准
組
合
員
の
増
大
等
、
組

合
員
の
多
様
化
が
進
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
に
対
し
農
協
は
今
、
組
織
力
を
再
構
築

し
将
来
展
望
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
の
核
と
し
て
の
機
能
発
揮
と
、
地
域

住
民
の
参
画
の
促
進
に
よ
る
協
同
活
動
の
輪
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
と
農
を
守
り
、
営
農
継
続
拡
大
へ
の
経
営
改
善
と

組
合
員
の
暮
ら
し
の
向
上
を
基
本
理
念
に
、Ｊ
Ａ
白
山
の

さ
ら
な
る
発
展
に
む
け
て
、
新
役
員
と
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆

様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
第
10
回
通
常
総
代
会
終
了
後
、
組
織
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
専
務
と
い
う
大
役
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
で
は
常

勤
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事
、
総
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部
長
な
ど
役
職
員
勤
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を
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せ
40
年

あ
ま
り
努
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
専
務
職
の
重
責
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
全
力
を
挙
げ
、
職
務
に

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
掲

げ
、
そ
の
一
つ
に
農
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
て
、

農
業
・
農
村
全
体
の
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て「
攻
め
の
農
業
」実
現
の
た
め
に
は

農
協
改
革
が
必
要
と
す
る
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言

を
受
け
、
昨
年
四
月
の
改
正
農
協
法
施
行
と
な
っ
た
次

第
で
す
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳

し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組
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の
在
り
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日
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催
の
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回
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常
総
代
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に
お
い
て

新
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が
選
出
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れ
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た
。　
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事
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／
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５
名
）
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奥谷　英喜
（手取）
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山﨑　昭治
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こた よしかず
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にしだ えいじ
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谷端　正宗
（手取）

たにはた まさむね
理　事

中西　節子
（蝶屋）

なかにし せつこ
理　事

小倉　芳治
（つるぎ）

こぐら よしじ
理　事

西村　哲史
（蝶屋）

にしむら てつし

理　事

半田　義春
（大神）

はんだ よしはる

代表監事

今村　文雄
（蝶屋）

いまむら ふみお

理　事

宮下　ひとみ
（つるぎ）

みやした
理　事

池田　妙子
（大神）

いけだ たえこ
理　事

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと つよし
理　事

中村　弘仁
（手取）

なかむら こうじ

員外監事

本田　英夫
ほんだ ひでお

監　事

山岸　　淳
（手取）

やまぎし じゅん
監　事
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藪田　廣司
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お
か
げ
さ
ま
で
開
店
二
周
年
！

お
か
げ
さ
ま
で
開
店
二
周
年
！

お
か
げ
さ
ま
で
開
店
二
周
年
！

視 察

JAよりおしらせ information

第
3
回
理
事
会

日
時
／
平
成
29
年
６
月
15
日（
木
） 

午
後
３
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
28
年
度
　
下
期
監
事
監
査
結

果
・
処
理
顛
末
に
つ
い
て（
可
決
）

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
10
年
度

業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て（
可
決
）

第
３
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て
（
可

決
）

第
４
号
議
案
　
井
口
Ｒ
Ｃ・
蝶
屋
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る

設
備
等
更
新
工
事
の
実
施
に
つ
い
て（
可
決
）

第
５
号
議
案
　
蝶
屋
給
油
所
　
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

報
告
事
項

１
　
平
成
29
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見

　
　
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

３
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
財

　
　
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

４
　
蝶
屋
支
店
の
改
装
工
事
に
つ
い
て

５
　
組
合
長
一
任
取
引
に
か
か
る
有
価
証
券
取

　
　
得
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

「
白
山
ね
ぎ
」初
出
荷

　
７
月
３
日
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
白

山
ね
ぎ
」
が
、
県
内
ト
ッ
プ
を
切
り
初
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
１
か
月
以
上
早
い

出
荷
で
す
。

　
今
回
収
穫
さ
れ
た
ネ
ギ
は
、
昨
年
10
月
に

播
種
、
直
径
５
ミ
リ
ま
で
育
っ
た
苗
を
３
月

に
定
植
し
栽
培
し
て
い
た
も
の
で
、
出
荷
時

ま
で
病
害
虫
の
被
害
も
な
く
、
大
変
品
質
の

良
い
状
態
で
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　（
農
）安
産
生
産
組
合
の
圃
場
で
早
朝
収
穫

さ
れ
た
約
60
キ
ロ
の
ネ
ギ
は
、
蝶
屋
ネ
ギ
集

出
荷
場
で
調
整
さ
れ
、
初
日
は
20
ケ
ー
ス
を

金
沢
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

　「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

は
平
成
27
年
６
月
の
開
店
以

来
、
連
日
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
６
月
23
日
か
ら
３
日

間
、
２
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
元
生
産
者
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
実
、

季
節
の
花
、
加
工
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並

び
、
対
面
販
売
で
の
感
謝
セ
ー
ル
と
し

て
、
提
携
先
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
Ｊ
Ａ
千
葉
」「
Ｊ
Ａ
和
歌
山
」
か
ら
仕
入

れ
た
ス
イ
カ
１
０
０
０
玉
、
桃
６
０
０
箱

が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
レ
シ
ー
ト
抽
選
会
で
は
、
１
等
の
「
能

登
牛
ス
テ
ー
キ
肉
」
や
、
２
等
「
比
咩
の

米
」
が
当
た
る
と
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
期
間
中
は
３
日
間
で
、
４
千
５
０
０

名
を
超
え
る
来
店
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蝶屋ネギ収出荷場にて

市ノ瀬へリポート

白
山
夏
山
開
き

　
Ｊ
Ａ
白
山
無
洗
米

　
ゆ
め
み
づ
ほ
納
品

　
今
年
、
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
る
白

山
の
山
開
き
に
合
わ
せ
６
月
５
日
早
朝
、

管
内
で
収
穫
さ
れ
た
28
年
産
ゆ
め
み
づ
ほ

２・５
ｔ
を
、
白
峰
市
ノ
瀬
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
よ
り
白
山
室
堂
へ
運
び
ま
し
た
。
お
米

は
水
の
節
約
の
た
め
、
す
べ
て
無
洗
米
に

精
米
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
納
品
に
立
ち
会
っ
た
J
A
担
当
者
は

「
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
県
内
外

の
方
に
、
地
元
産
ゆ
め
み
づ
ほ
の
美
味
し

さ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
６
月
20
日
に
は
、
南
竜
山

荘
へ
１・
２
ｔ
、
８
月
に
は
室
堂
へ
追
加

納
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
た
ん
な
ん
園
芸
部
が
研
修

　
６
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
た
ん
な
ん
（
福
井
県
）

園
芸
部
会
員
43
名
が
、
当
J
A
へ
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
出
荷
調
整
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
J
A
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た

集
出
荷
場
で
は
、
中
田
営
農
指
導
員
の
説
明

の
後
、「
品
質
統
一
の
方
法
等
に
つ
い
て
、

ま
た
（
農
）井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
の
圃

場
で
行
わ
れ
た
実
地
見
学
で
も
、
収
穫
時
の

か
ご
詰
め
方
法
な
ど
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

や
す
ま
る

圃場での説明に熱心に聞き入る視察団

J
A
た
ん
な
ん
の

名 

産

福井県鯖江市の伝統野菜
吉川なす

　福井県鯖江市の伝統野菜として、現在では鯖江市伝統野菜等栽培研究会の農家12名が栽培されています。一本の木から収穫できる数は少なく、現在でも希少なナスです。

多くの来店者で賑わった3日間でした大盛況！生まぐろの解体ショー

好評の南高梅つめ放題
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JAよりおしらせ information

第
3
回
理
事
会

日
時
／
平
成
29
年
６
月
15
日（
木
） 

午
後
３
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
28
年
度
　
下
期
監
事
監
査
結

果
・
処
理
顛
末
に
つ
い
て（
可
決
）

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
10
年
度

業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て（
可
決
）

第
３
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て
（
可

決
）

第
４
号
議
案
　
井
口
Ｒ
Ｃ・
蝶
屋
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る

設
備
等
更
新
工
事
の
実
施
に
つ
い
て（
可
決
）

第
５
号
議
案
　
蝶
屋
給
油
所
　
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

報
告
事
項

１
　
平
成
29
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見

　
　
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

３
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
財

　
　
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

４
　
蝶
屋
支
店
の
改
装
工
事
に
つ
い
て

５
　
組
合
長
一
任
取
引
に
か
か
る
有
価
証
券
取

　
　
得
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

「
白
山
ね
ぎ
」初
出
荷

　
７
月
３
日
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
白

山
ね
ぎ
」
が
、
県
内
ト
ッ
プ
を
切
り
初
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
１
か
月
以
上
早
い

出
荷
で
す
。

　
今
回
収
穫
さ
れ
た
ネ
ギ
は
、
昨
年
10
月
に

播
種
、
直
径
５
ミ
リ
ま
で
育
っ
た
苗
を
３
月

に
定
植
し
栽
培
し
て
い
た
も
の
で
、
出
荷
時

ま
で
病
害
虫
の
被
害
も
な
く
、
大
変
品
質
の

良
い
状
態
で
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　（
農
）安
産
生
産
組
合
の
圃
場
で
早
朝
収
穫

さ
れ
た
約
60
キ
ロ
の
ネ
ギ
は
、
蝶
屋
ネ
ギ
集

出
荷
場
で
調
整
さ
れ
、
初
日
は
20
ケ
ー
ス
を

金
沢
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

　「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

は
平
成
27
年
６
月
の
開
店
以

来
、
連
日
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
６
月
23
日
か
ら
３
日

間
、
２
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
元
生
産
者
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
実
、

季
節
の
花
、
加
工
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並

び
、
対
面
販
売
で
の
感
謝
セ
ー
ル
と
し

て
、
提
携
先
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
Ｊ
Ａ
千
葉
」「
Ｊ
Ａ
和
歌
山
」
か
ら
仕
入

れ
た
ス
イ
カ
１
０
０
０
玉
、
桃
６
０
０
箱

が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
レ
シ
ー
ト
抽
選
会
で
は
、
１
等
の
「
能

登
牛
ス
テ
ー
キ
肉
」
や
、
２
等
「
比
咩
の

米
」
が
当
た
る
と
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
期
間
中
は
３
日
間
で
、
４
千
５
０
０

名
を
超
え
る
来
店
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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０
０
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る
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の
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に
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せ
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５
日
早
朝
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管
内
で
収
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さ
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た
28
年
産
ゆ
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み
づ
ほ
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ｔ
を
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ノ
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の
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リ
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ト
よ
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室
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へ
運
び
ま
し
た
。
お
米

は
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の
節
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の
た
め
、
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無
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に

精
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し
た
も
の
が
使
用
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れ
ま
す
。
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会
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た
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担
当
者
は
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山
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０
０
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地
元
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し
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も
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に
は
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、
８
月
に
は
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を
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ま
す
。
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が
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、
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が
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当
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へ
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荷
調
整
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に
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ま
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た
。

　
当
J
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営
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済
セ
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タ
ー
に
隣
接
し
た

集
出
荷
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で
は
、
中
田
営
農
指
導
員
の
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明

の
後
、「
品
質
統
一
の
方
法
等
に
つ
い
て
、

ま
た
（
農
）井
口
グ
リ
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ン
ワ
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ク
ス
の
圃

場
で
行
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た
実
地
見
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で
も
、
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の

か
ご
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め
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ど
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　青
壮
年
部

林
支
部　田

植
え
体
験

　
６
月
１
日
、
知
気
寺
町
の
あ
い
わ
保
育

園
で
園
児
の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
・

食
ま
で
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
青

壮
年
部
林
支
部
が
主
催
、
つ
る
ぎ
支
店
が

協
力
し
て
い
ま
す
。

　
40
名
の
園
児
は
高
本
支
部
長
と
支
店
職

員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
園
庭
に

作
っ
た
田
ん
ぼ
に
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し

た
。
高
本
支
部
長
は
「
苗
は
触
ら
な
い
で

大
き
く
な
る
の
を
よ
く
見
て
あ
げ
て
ね
。

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
い
る
か
ら
そ
っ
と
見

る
ん
だ
よ
」
と
話
し
か
け
、
園
児
は
楽
し

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

植え方を真剣に聞いています

蔵
山
支
部

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　定
植
体
験

　
６
月
２
日
、
く
ら
や
ま
保
育
園
の
園
児

が
、
蔵
寿
会
メ
ン
バ
ー
10
名
の
協
力
の
も

と
、
野
菜
の
定
植
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
蔵
寿
会
の
方
が
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
と
、
Ｊ
Ａ
白
山
が
提
供
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
苗
を
植
え
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
を
与

え
る
と
、「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
」
と
自

然
と
か
わ
い
い
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
秋
に
は
収
穫
体

験
も
行
い
、
蔵
寿

会
の
方
と
一
緒
に

や
き
い
も
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
う
予

定
で
す
。

蔵寿会の方といっしょに

舘
畑
支
部

　バ
ケ
ツ
稲
定
植
体
験

　
６
月
６
日
、
鶴
来
第
二
幼
稚
園
で
、
年

中
47
名
が
バ
ケ
ツ
稲
定
植
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
舘
畑
支
部
と

つ
る
ぎ
支
店
が
合
同
で
開
催
し
、
園
児
に

体
験
を
通
じ
て
、
農
業
に
ふ
れ
て
、
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
食
農
教
育
の

一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
園
児
は
、
盟
友
が
準
備
し
た
バ
ケ
ツ
へ

稲
の
植
え
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
丁
寧
に

植
え
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
稲

を
眺
め
、「
育
っ
た
ら
み
ん
な
で
食
べ
よ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、
役
職
員
と
協
力
団
体
は
、
管
内

の
国
道
１
５
７
号
線
沿
線
を
中
心
に
約
20
キ
ロ

に
わ
た
り
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
の
一
環
で
、
毎
年
６
月
５
日
の
環

境
の
日
に
合
わ
せ
て
、
職
員
の
休
日
を
利
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
青
壮
年
部
・
女

性
部
も
活
動
に
加
わ
り
約
１
３
０
名
が
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
回
収
し
た
ご
み
の
量
は
約
１
０
０
袋
に
も
な

り
、
中
に
は
傘
や
靴
、
洗
剤
の
容
器
な
ど
家
庭

内
で
出
た
不
燃
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
の
職
員

も
こ
の
活
動
を
通
じ

て
地
域
住
民
と
の
会

話
を
図
り
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

大きく育ってねと声をかけて植えます

「地元」への思いをこめて清掃活動

（左）坂口さん（中央）佐藤さん（右）千徳さん

昨年度の親子クッキングの様子

（左）高橋さん（中央）山口さん（右）宮下さん

クッキング教室

お問い合わせ先　JA白山総務部
TEL 272-3333　FAX 273-0690
e-mail soumu@hakusan.is-ja.jp
よい食プロジェクト担当：森川

ＪＡ白山　平成29年度よい食プロジェクト
～ 食農教育応援計画 ～
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年
金
友
の
会

　第
11
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・

　ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
21
日
、
白
山
郷
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て
「
第
11
回
Ｊ
Ａ
白
山
年
金
友

の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
か
ら
の
雨
が
残
る

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
２
１
名
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て

年
金
友
の
会
の
振
興
を
図
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
交
流
お
よ
び
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
出
庄
重
年
金
友
の
会
会
長
、
竹
内

組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
始
球
式
が
行
わ

れ
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
、

「
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
初
め
て
プ

レ
イ
し
ま
し
た
」
と
話
す
会
員
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
中
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
元
気

い
っ
ぱ
い
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
男
女
と
も
今

大
会
の
上
位
12
名

は
、
10
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

石
川
年
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
県
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。

【
男
性
の
部
】

優
勝
　
山
口
　
外
吉（
つ
る
ぎ
）

２
位
　
高
橋
　
良
治（
つ
る
ぎ
）

３
位
　
宮
下
　
信
治（
つ
る
ぎ
）

【
女
性
の
部
】

優
勝
　
佐
藤
　
政
子（
つ
る
ぎ
）

２
位
　
坂
口
　
照
子（
蝶
屋
）

３
位
　
千
徳
久
美
子（
手
取
）

日　時：平成29年8月9日（水）10:00～12:00
場　所：白山市役所河内支所　
　　　　かわち保健センター（白山市河内町福岡77）

対　象：小学生の親子（2名）15組
持ち物：エプロン、三角巾、手ふきタオル
参加費：1組 ￥500
締　切：８月2日(水)までにJA白山本店総務部までお申し込み下さい。

調理の基本から、ていねいに指導します。

参加者
募 集

地
域
貢
献
活
動

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

親子
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　青
壮
年
部

林
支
部　田

植
え
体
験

　
６
月
１
日
、
知
気
寺
町
の
あ
い
わ
保
育

園
で
園
児
の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
・

食
ま
で
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
青

壮
年
部
林
支
部
が
主
催
、
つ
る
ぎ
支
店
が

協
力
し
て
い
ま
す
。

　
40
名
の
園
児
は
高
本
支
部
長
と
支
店
職

員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
園
庭
に

作
っ
た
田
ん
ぼ
に
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し

た
。
高
本
支
部
長
は
「
苗
は
触
ら
な
い
で

大
き
く
な
る
の
を
よ
く
見
て
あ
げ
て
ね
。

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
い
る
か
ら
そ
っ
と
見

る
ん
だ
よ
」
と
話
し
か
け
、
園
児
は
楽
し

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

植え方を真剣に聞いています

蔵
山
支
部

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　定
植
体
験

　
６
月
２
日
、
く
ら
や
ま
保
育
園
の
園
児

が
、
蔵
寿
会
メ
ン
バ
ー
10
名
の
協
力
の
も

と
、
野
菜
の
定
植
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
蔵
寿
会
の
方
が
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
と
、
Ｊ
Ａ
白
山
が
提
供
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
苗
を
植
え
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
を
与

え
る
と
、「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
」
と
自

然
と
か
わ
い
い
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
秋
に
は
収
穫
体

験
も
行
い
、
蔵
寿

会
の
方
と
一
緒
に

や
き
い
も
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
う
予

定
で
す
。

蔵寿会の方といっしょに

舘
畑
支
部

　バ
ケ
ツ
稲
定
植
体
験

　
６
月
６
日
、
鶴
来
第
二
幼
稚
園
で
、
年

中
47
名
が
バ
ケ
ツ
稲
定
植
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
舘
畑
支
部
と

つ
る
ぎ
支
店
が
合
同
で
開
催
し
、
園
児
に

体
験
を
通
じ
て
、
農
業
に
ふ
れ
て
、
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
食
農
教
育
の

一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
園
児
は
、
盟
友
が
準
備
し
た
バ
ケ
ツ
へ

稲
の
植
え
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
丁
寧
に

植
え
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
稲

を
眺
め
、「
育
っ
た
ら
み
ん
な
で
食
べ
よ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、
役
職
員
と
協
力
団
体
は
、
管
内

の
国
道
１
５
７
号
線
沿
線
を
中
心
に
約
20
キ
ロ

に
わ
た
り
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
の
一
環
で
、
毎
年
６
月
５
日
の
環

境
の
日
に
合
わ
せ
て
、
職
員
の
休
日
を
利
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
青
壮
年
部
・
女

性
部
も
活
動
に
加
わ
り
約
１
３
０
名
が
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
回
収
し
た
ご
み
の
量
は
約
１
０
０
袋
に
も
な

り
、
中
に
は
傘
や
靴
、
洗
剤
の
容
器
な
ど
家
庭

内
で
出
た
不
燃
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
の
職
員

も
こ
の
活
動
を
通
じ

て
地
域
住
民
と
の
会

話
を
図
り
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。
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（左）坂口さん（中央）佐藤さん（右）千徳さん

昨年度の親子クッキングの様子

（左）高橋さん（中央）山口さん（右）宮下さん

クッキング教室

お問い合わせ先　JA白山総務部
TEL 272-3333　FAX 273-0690
e-mail soumu@hakusan.is-ja.jp
よい食プロジェクト担当：森川

ＪＡ白山　平成29年度よい食プロジェクト
～ 食農教育応援計画 ～

JAよりおしらせ information

年
金
友
の
会

　第
11
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・

　ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
21
日
、
白
山
郷
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て
「
第
11
回
Ｊ
Ａ
白
山
年
金
友

の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
か
ら
の
雨
が
残
る

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
２
１
名
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て

年
金
友
の
会
の
振
興
を
図
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
交
流
お
よ
び
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
出
庄
重
年
金
友
の
会
会
長
、
竹
内

組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
始
球
式
が
行
わ

れ
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
、

「
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
初
め
て
プ

レ
イ
し
ま
し
た
」
と
話
す
会
員
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
中
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
元
気

い
っ
ぱ
い
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
男
女
と
も
今

大
会
の
上
位
12
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月
６
日
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催
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「
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バ
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石
川
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金
友
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会

グ
ラ
ウ
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ゴ

ル
フ
県
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。
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３
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下
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つ
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の
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佐
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政
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つ
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）
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口
　
照
子（
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千
徳
久
美
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手
取
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場　所：白山市役所河内支所　
　　　　かわち保健センター（白山市河内町福岡77）

対　象：小学生の親子（2名）15組
持ち物：エプロン、三角巾、手ふきタオル
参加費：1組 ￥500
締　切：８月2日(水)までにJA白山本店総務部までお申し込み下さい。

調理の基本から、ていねいに指導します。
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献
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この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。【17199990148】

　設立から9年目の（有）アグリサポート白山。設立当初は
作業受託を中心に経営展開していましたが、平成28年度は
水稲・園芸の複合経営のモデルとして、本格的な取り組み
を開始しました。
　振興作物であるネギ・丸いも・カボチャの栽培面積を拡
大し、現在では10品目以上を栽培しています。
　プライベートブランドの加工品「手作り無添加米糀五割
味噌」「手作りかき餅」「米粉」は、「よらんかいねぇ広場」
等で通年販売しています。

白山農業協同組合 本店 総務部 総務課 臨時採用担当係 中川
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１  TEL（０７６）２７２－３３３３

この件に関する
お問い合わせ先

■就業場所 JA白山営農経済センター（白山市井口町は７番地１）
■採用予定人数 若干名
■雇用形態 臨時職員（正職員への登用実績有）
■雇用期間 採用日～平成30年3月31日（１年ごとに更新あり）  

※採用日については応相談
■職　　種 農業関連業務（農作業、農業事務、農業施設運営、出

荷、配送）
■給　　与 平均月給20万円～25万円
 農業に関する経験・能力を考慮
■休　　日 週休２日（勤務カレンダーによる）、
 年末年始（12月31日～1月3日）

■就業時間 原則、8時30分～17時15分（休憩60分、実働7時間45分）
■そ の 他 年次有給休暇（正職員に準ずる）
■待　　遇 各種社会保険加入、賞与年２回、交通費支給（当組合

規程による）、その他福利厚生あり
■応募資格 高校卒業以上、農業・農作業経験者優遇、普通自動車

免許（AT限定は不可）
 年齢は40歳迄
■応募方法 本店臨時採用担当係まで下記応募書類を持参または

郵送にて提出してください。
■応募書類 履歴書（写真貼付）、職務経歴書
■選考方法 書類選考、面接

第２次農業振興計画における農業生産の拡大と今後の若年層育成のため、次の項目について人材を募集しています。

JA職員の臨時募集について求む!農業経験者

今年度は玉ねぎの出荷も
始めました

プライベー
トブランド

無添加の味噌

大好評のかき餅

米粉（玄米）

(有)アグリサポート白山は

地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます
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１
0日

　
発

行
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／
JA白

山
　

白
山

市
井

口
町

に
62番

地
1  TEL（

０７６
）272－3333  FAX（

０７６
）273－0690  https://w

w
w

.ja-hakusan.jp/　
編

集
／

JA白
山

総
務

部

鶴来総合文化会館クレイン大ホールにおいて第10回通常総代会を開催。
地域の核として今後のさらなる発展を誓った。

7 July 第
109号

表紙の写真

第
10
回
通
常
総
代
会

2017
July

7
第109号

特 

集

（平成29年5月末実績参考）

組合員数  6,582名（団体含）

貯金残高 68,770百万円
貸出金残高 17,382百万円
長期共済保有高 2,195.6億円
購買品供給高 376,722千円
販売品取扱高 71,553千円
職員数（パート除く） 138名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 小坂）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成 29 年 7 月 25 日（火）
8 月 25 日（金）

午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

第10回通常総代会
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